
【感染症発生動向調査事業から】 
  
     

  

 

 
  

   

 

 

  

 

    

  

  

  
   

        

    
    

今、何の病気が流行しているか！ 

    

 

   

第１９週報告数第１位 

 
新型コロナウイルス感染症～報告数が５週間ぶりに増加～ 

 川崎市における令和４年第１９週（５月９日～５月１５日）の新型コロナウ
イルス感染症の報告数は３７４１件と、５週間ぶりに増加に転じました。 
 現在流行の主流であるオミクロン株のＢＡ．２系統は、今年の３月頃主流で
あったＢＡ．１系統と比べ感染力が強いものの、ワクチンの有効性は同程度と
されています。国内で使用されているｍＲＮＡワクチンの３回接種は有効性が
高く、重症化率を大きく下げるだけでなく、累積罹患率も５割以下まで低下さ
せると海外のデータで示されています。 

感染の再拡大を防止するためにも、すでに２回接種をされている方は是非３
回目の接種を検討しましょう。 

令和４年５月９日（月）～令和４年５月１５日（日）〔令和４年第１９週〕の感染症発生状況 

第１９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）突発性発しん ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は５．３０人と前週（３．０３人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．４３人と前週（０．３２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．１９人と前週（０．０５人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

第１９週報告数第３位 

 

第１９週報告数第２位 

 

ｍＲＮＡワクチン接種後のオミクロン株による発症状況 

川崎市における新型コロナウイルス感染症 
診断週別発生状況-令和３年第１週～令和４年第１９週- 

The New England Journal of Medicine:Effect of mRNA Vaccine Boosters against SARS-CoV-2 Omicron 
Infection in Qatar より一部改変 
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令和４年５月１７日作成 

 
（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 
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